
 
２０２４年９月２０日 

 

株式会社レンタルのニッケン 

 

 

～停電リスクを事前予測し、災害発生前に発電設備を事前設置～ 

業界初！「サブスクリプションＢＣＰ支援サービス」の提供開始 

 

株式会社レンタルのニッケン（社長：齊藤 良幸）は、株式会社ウェザーニューズ（社長：石橋 知

博）、ＨｕｂＳｐｏｔＪａｐａｎ株式会社（社長：ダン・ボグナー）、三井住友海上火災保険株式会

社（社長：舩曵 真一郎）と連携協定を締結し、「サブスクリプションＢＣＰ支援サービス」の提供を

２０２４年９月から開始します。 

本サービスでは、あらかじめ登録した拠点の停電リスクが高まった際、停電アラートを発信し、発

電設備を事前設置します。対象は主に企業や自治体で、サブスク型（月額制）でサービス提供します。 

当社は、本サービスの提供を通して、企業や自治体のＢＣＰ高度化を支援し、ＤＸ時代のレジリエ

ンス強化に貢献します。 

 

１．背景 

近年、台風や集中豪雨等による自然災害が頻発化・激甚化するなか、従業員の安全確保と事業継

続のため、迅速・適切な初動対応がしやすい環境を整備することが求められています。特に、電源

確保は重要な課題の１つです。 

しかしながら、災害が広範囲に及ぶ場合、災害発生後には発電設備等を設置しにくく、電源確保

が難しいという課題がありました。 

そこで、連携する４社で検討を重ね、停電リスクを事前予測して停電アラートを発信し、災害発

生前に発電設備を設置するサービスを開発しました。 

 

 

２．本サービスの概要 

 

 （１）サービスの概要 

サービス名 サブスクリプションＢＣＰ支援サービス 

概要 

・ 事前登録した拠点の停電リスクが高まった際、停電アラート（７２時間

以内の停電予測情報）を発信します。  

・ アラート発信後７２時間以内に、発電設備を事前設置します（申込後７

２時間以内）。 

提供開始予定日 ２０２４年９月２０日 

費用 サブスク料金は、２パターンを設定 

 

 

 
 



 

（２）各社の役割 
 

会社名 役割 

レンタルのニッケン 会員企業・自治体のデータベースを構築し、停電アラート発信後、あら

かじめ登録された拠点に発電設備を提供します。 

ウェザーニューズ 過去の停電報告と風速データの相関関係の分析結果を用いて、72 時間

先までの停電予測モデルを開発しており、1km 四方の細かさで停電リス

クを予測します。 

HubSpot Japan ウェザーニューズ社の停電リスク予測データをもとに、停電アラートを

発信します。 

三井住友海上 発電設備の設置、利用に関する専用保険を開発し、発電設備の設置費用

およびレンタル費用を保険で補償します。 

 

 

３．今後の展開 

２０２４年９月に関東エリア限定でサービス提供を開始し、その後、全国展開する予定です。 

また、連携４社で、企業や自治体のＢＣＰ高度化につながる新しい製品・サービスの検討を続け、   

サービス拡大を目指します。 

  

以 上 

 

 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 
 

◆報道関連のお問い合わせ  

株式会社レンタルのニッケン  広報チーム   03-6775-7825  
 

 

 


